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 項目 適用範囲

 基礎形式 深礎

 基礎形状 円形

 内部構造 コンクリート充填構造

 外径 Φ３～６m 程度

 掘削深度 15 ～ 50ｍ程度

 設計法 道路橋示方書・同解説Ⅳ　下部構造編　等に準拠

　　※　積極的に塑性化を期待しない箇所に適用するものとし、それ以外に適用する際は別途検討が必要
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技術（工法）の適用範囲



技術（工法）の概要 技術審査の結果の概要

技術（工法）の特徴

　ボックス構造継手の引張試験の結果、ボックス構造継手を含む鋼枠の伸び量が帯筋の伸び量より小さいことを確
認しました。

１．伸び量の確認１．伸び量の確認

　縮尺試験体による正負交番試験の結果、終局曲げ耐力が鉄筋コンクリート基礎と同等以上であること、塑性変形
能が同等であることを確認しました。

２．終局曲げ耐力の確認２．終局曲げ耐力の確認

帯筋としての伸び量評価帯筋としての伸び量評価試験体試験体

　実施工時の計測により、施工性と精度がアーバンリング工法と同程度であること、後施工の鉄筋の組立歩掛が、
標準施工歩掛同等以上であることを確認しました。

３.　施工性・精度・歩掛の確認３.　施工性・精度・歩掛の確認

-11δyまで載荷した時の混合構造基礎-11δyまで載荷した時の混合構造基礎荷重ー変位曲線荷重ー変位曲線

鉄筋組立歩掛鉄筋組立歩掛

真円度確認結果真円度確認結果

　アーバンファンデーション工法は、立坑を構築するための土留め壁として使用される鋼製セグメント（製品名：アーバン
リング）の縦目地継手を剛構造のボックス構造継手とした剛リング体とすることにより、後打ち鉄筋コンクリート基礎に
おける主筋を拘束する部材として評価し、帯筋を省略することを可能とした混合構造基礎の技術です。狭隘地や上空制
限のある現場で、柱状体基礎を短工期で構築することが可能な工法です。
　アーバンリング工法は、工場製作されたアーバンリングピースの縦・横目地部を地上にてボルトで接合し、内部をクラ
ムシェル等のバケット系掘削機を用いて掘削し、沈設用アンカーを反力に所定の深度まで圧入沈設を繰り返し、縦空間
を構築する工法です。平成 10 年 3 月に財団法人国土開発技術研究センターより技術審査証明書「一般土木工法技
術審査証」（技審証第 0903 号）を取得しており、現在まで 486 基の施工実績を有しています。
　ボックス構造継手は、鋼板による格子枠とアンカーボルト接合を特徴とする構造で、アーバンリング圧入沈設後の基
礎構築の際に、継手部の格子にコンクリートが充填されることで完成します。アーバンファンデーション工法にて 7 基の
施工実績を有しています。
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点検方法点検方法

帯筋を省略することにより、掘削径の縮小が可能

躯体構築前の土留め壁は、継手部でのシール材併用により高い止水性
を保有

圧入式オープンケーソン工法に比べ、省スペースで施工可能

フリクションカット量が小さいため、地山の変位抑制と周辺への影響
防止が可能

分割式構造のため、圧入式オープンケーソン工法の適用が困難な上空
制限下でも施工可能

組立・圧入・掘削の現場工程において、工場製品の使用により工期短縮
が可能
内部構築工程においては、帯筋省略により工期短縮が可能

傾斜計、ひずみゲージの装着により、鉛直度、鉛直荷重を測定可能
腐食検知センサーの装着により、内部コンクリートの劣化状況を評価
可能

― 試験値＿試験体の伸び

（D1,D2平均）

D41×4本降伏荷重1849kN

基礎名 組立歩掛 実績歩掛 比較(%) 備考
P1上 4.00 4.67 86
P1下 4.00 3.94 102 初施工
P2上 4.00 4.61 87
P2下 4.00 4.74 84

P3 4.00 5.59 72 上空制限なし
P4 4.00 4.91 81
P6 4.00 4.86 82
平均 4.00 4.76 84

基礎名 設計値
(内径mm)

北-南値
(mm)

差
(mm)

東-西値
(mm)

差
(mm)

規格/合否

P1上 3700 3703 3 3700 0 ±10/合
P1下 3700 3705 5 3700 0 ±10/合
P2上 3700 3702 2 3703 3 ±10/合
P2下 3700 3698 -2 3700 0 ±10/合

P3 5200 5202 2 5200 0 ±10/合
P4 5200 5200 0 5200 0 ±10/合
P6 5200 5202 2 5200 0 ±10/合
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